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本教育センターでは，平成 年度から「少人数指導の導入に13

係る実践研究」を進め 「少人数指導」における人的・空間的・，

時間的環境を利用したよさを明らかにすることができた。

「少人数指導」の定義を，こうした中で，本研究においては，

子どもそれぞれの能力・適性や興味・関心等を踏まえた学習集団編

「 」 ， ，成による 個に応じた指導 と定義し 学習における子どもの実態

すなわち，子どもの「学習の状況」ならびに「学習への志向性」を

把握をするための調査の視点を明らかにした。次に，その実態に基

づいた指導計画を作成し，それを具体化した授業における子どもの

学習に対する意識を意識調査から読みとることを通して，基礎・基

本の定着を図る少人数指導の一層の充実を図るための学習集団の編

成及び指導方法の工夫改善の方向性を指導案のモデルで示した。

習熟度別少人数指導・学びの志向性・学習集団の編成研究のキーワード
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Ⅰ 問題の所在

「個に応じた指導」とは，学習集団を編成し，

授業実践の中で 「少人数授業のよさ」を十分に活，

かすことにより実現できるものである。現在，各

学校においてその実現に向けて，少人数による授

業実践が熱心に行われている。そうした中で 「個，

に応じる」という観点に立ってみたとき，課題と

して次のようなケースが見られる。

○ １学級２展開といった少人数の学習集団（コ

ース）は編成しているものの，指導計画は同じ

というケース

○ 習熟度別少人数指導においては，習熟の程度

によって学習内容や学習方法が決まってしまっ

ているケース

，「 」「 」少人数指導は 個に応じた きめ細かな指導

のための「方策」であって，少人数の児童生徒を

「 」 。 ，相手に授業することが 目的 ではない つまり

児童生徒一人一人の個性や能力を伸ばし，いかに

「基礎学力の向上」を図るかが課題である。

少人数による「個に応じた指導」を推進するた

めには，学習集団の編成及び指導計画の作成に当

たり，学習における子どもの実態を十分に踏まえ

た指導内容や指導方法・指導体制等を設定する必

要がある。

そこで，本研究では，習熟度別少人数指導にお

いて，学習における子どもの実態を踏まえた学習

集団編成の方法及び，それぞれの学習集団に応じ

た指導内容や指導方法の工夫の仕方について実践

を通して探っていく。

Ⅱ 研究の目的

学習における子どもの実態を把握し，それに基

づいた指導計画を作成し実践することが，本来の

「個に応じた指導」形態の一つとしての少人数指

導の実現につながるものと考えられる。

そこで，習熟度別少人数指導において，子ども

への意識調査を実施することにより，学習におけ

る子どもの実態を把握し，それに基づいた指導計

画及び授業における子どもの学習の様子を授業観

察や意識調査等から読みとることを通して，基礎

・基本の定着を図る「少人数指導」の一層の充実

を図るための学習集団の編成及び指導方法の工夫

・改善の方向性を探っていきたい。

Ⅲ 研究の方法

基礎的研究，意識調査の作成・実施・分析，学

習集団編成，授業実践後の意識調査の実施・分析

を行い，その結果に基づく指導計画モデル（案）

を作成することにより，少人数指導における指導

方法の工夫への方向性を示す。

１ 基礎的研究

① この研究における「少人数指導」の定義

② 「少人数指導のよさ」を整理

③ 学習における子どもの実態把握をする

ための観点の明確化

２ 意識調査

① 学習における子どもの実態を把握する

ための調査項目の立案・作成

② 調査の実施及び調査結果の分析・考察
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Ⅳ 研究の内容

１ 「少人数指導」の定義

少人数指導は「個に応じた指導」の一形態とし

て実施されているが，先に述べたようにその内容

12はさまざまである。国立教育政策研究所が平成

年度に行った『児童生徒の学習状況及び学力形成

とクラスでの生活意識に及ぼす学級規模の影響に

関する調査』には，以下のような，興味深い調査

結果が示されている 「～学級人数（学級規模）に。

よる学習後の内容の得点が影響されるという立場

， 。は 今回の調査からは指示されなかったと言える

前回の教師の指導法の調査において，学級人数に

より指導法に大きな差が見られなかったことを考

えるとこの結果はある意味で一貫した結果となっ

（ ）」 。ている～ 下線は筆者による という一節である

これは，これまでに行われてきた多くの「少人数

指導」における次のような課題を指摘しているも

のであると考えられる。

学習集団の規模は少人数になっているもの

の，その指導法は 「一斉指導」における指導，

法と変わっていない！

「少人数指導」における学習集団の名称は実に

さまざまである。進度の速さに視点が置かれた名

称では 「じっくり型・どんどん型」など，内容の，

難易度の高さに視点が置かれたものや総合的なも

のでは 「基礎コース・発展コース」などが使われ，

ている。いずれも学習集団は少人数で編成されて

実践されているようであるが，学習集団の編成の

仕方やそれぞれの学習集団における指導方法は多

様で，形式的な少人数指導，つまり少人数学習に

なっているものが少なくない。

そこで，本研究では 「少人数指導」と「少人数，

学習 を次のように定義し 本研究で定義する 少」 ， 「

人数指導」の在り方について探っていく。

○「少人数指導」とは

子どもそれぞれの能力・適性や興味・関

心等を踏まえた学習集団編成による「個に

応じた指導」

○「少人数学習」とは

学習集団の規模が少人数になっているも

のの，その指導法が一斉授業における指導

法と変わっていない授業形態

(1) 個に応じた指導

ア 個に応じた指導とは

子どもはそれぞれ能力・適性，興味・関心等が

異なっており，基礎・基本の確実な定着を図り，

個性を生かすという教育の目標を実現するために

は，それぞれの子どもに応じ，次のような適切な

指導方法を工夫していく必要があると考えられて

いる。

個に応じた指導方法

○ 従来から取り組まれてきた一斉指導

○ 個別指導やグループ別指導といった少人

数指導

○ 理解の状況に応じた繰り返し指導

○ 学習内容の理解や習熟の程度に応じた指導

○ 子どもの興味・関心に応じた課題に取り

組む学習 など

文部科学省「個に応じた指導に関する指導資料－発展的な学習

や補充的な学習の推進－（小学校算数編」平成 年 月） 14 8

，個に応じたきめ細かな指導を実現するためには

子どもの実態や指導の場面に応じ，これらの指導

方法が，効果的な方法で進められることが望まれ

ることから 「個に応じた指導」は，次のようにと，

らえることができる。

「個に応じた指導」とは

基礎・基本の確実な定着を図り，個性を生

かす教育の目標を実現をめざし，単元のねら

いや指導内容及び子どもの能力・適性，興味
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・関心等に応じて，一斉指導，少人数指導，

ティームティーチングによる指導，繰り返し

指導，習熟の程度や興味・関心に応じた指導

などの指導体制及び指導方法等を計画的，系

統的に編成した学習指導の総体である。

イ 「個に応じた指導」における「一斉指

導」と「少人数指導」

(ｱ) 「一斉指導」のよさ

一斉指導とは，学級の子ども全員が，共通の学

習目標（ねらい ，共通の学習内容，共通の教材，）

共通の学習方法，共通の学習時間（学習進度 ，共）

，通の学習場所のもとで一緒に学習する指導形態で

次のようなよさがある。

「一斉指導」のよさ

○ 教師が学級全員の子どもに共通の方向付

けや内容を与えようとするときに有効な指

導形態

○ 集団思考によってそれぞれの子どもの思

考を深化・発展させるといった多様な考え

方や見方に達しようとするときに最も有効

な指導形態

○ 教師が子ども同士の相互交流を通して子

どもの協調性や帰属意識といった社会性を

育てようとするときに最も有効な指導形態

(ｲ) 「一斉指導」の限界と「少人数指導」の

必要性

上述のようなよさを含む「一斉指導」も，次の

ような場合にはそのよさを十分に生かすことがで

きない状況が生じる。

「一斉指導」のよさが十分生かせない状況

○ 習熟の程度や学習速度などの点で学級の

子どもの個人差が大きい場合

○ 興味・関心や学習スタイルなどの面で学

級の子どもの個人差が大きい場合

このような状況にあっては，学級の子どもの個

人差に合わせて指導方法の工夫や改善がますます

必要となる。

(2) 「少人数指導」の充実を図るための視点

ア 「少人数授業」のよさ

「少人数授業」においては，人的・空間的・時

間的環境を利用することにより，次のようなよさ

を生みだすことができる。

→ 静かで，先生の声がよく聞こえる【人 的 環 境】人数が通常規模のおおよそ1/2
→ ゆったりとして，ゆとりを感じる【空間的環境】精神的に感じる空間が広い
→ 呼べば先生がすぐ来てくれる【時間的環境】先生の対応が早い

【 】 【学習面や指導面の効果】子どもにとって
○ 情緒等が安定する

☆ 基本的な学習態度が習慣化・形成・質問がしやすい，意見が言いやすい

☆ 積極的・自律的な学習が促進・一人一人丁寧に教えてもらえる

・静かで落ち着く など
○ 意欲の維持・高揚を図ることができる

☆ 実 態 等 に 応 じ た 個 別 指 導 が 促 進 ・ 充 実 ・ 集 中 で き る

・ 質 問 が し や す い ☆ 指 導 方 法 の 多 様 化 が 促 進 ・ 意 見 が 言 い や す い な ど

教 師 に と っ て ☆ 子 ど も と の 人 間 関 係 が 促 進 【 】�ﾖ○ 子どもの興味・関心や能力・適性等を
より確かに把握することができる ☆ 学習状況等の評価の客観性が向上

『少人数指導の導入に係る実践研究 研究報告書』広島市教育委員会平成14年 より
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イ 「少人数指導」推進上の課題

アに示したよさは，学習集団の規模がただ単に

少人数になることによって生じる人的・空間的・

時間的特徴であり，たとえ学級単位で進めている

授業の形態や方法をそのまま「少人数指導」とし

。て行っている場合においても見られる場合が多い

このことが，少人数指導において学習集団の編成

及び指導方法等の工夫が十分になされていない主

要な原因であると言える。

本研究でめざす「少人数指導」を実現するため

には 「少人数指導」における学習集団をどのよう，

， ， ，に または何を基準にして編成するのか そして

編成した学習集団を構成する生徒の実態に応じた

指導をどのように展開するのかということを具体

化することであると考える。

ウ 「少人数指導」推進上の課題解決のため

の工夫

「少人数指導」推進上の課題解決のための工夫

として，次のようなことが考えられる。

○ 個人差に応じた指導を展開するための子

どもの学習状況等の実態把握

○ 子どもが自分に適したコースを選択でき

るようにするための手順の工夫

① 子どもの実態を把握

② 子どもの自己評価

③ 指導のねらい・学習内容の提示

④ コース希望調査によるコース選択

⑤ 教師による子どもへの学習カウンセリング

⑥ 子どもによるコース決定

○ 子どもの学び合いを支援する指導方法の

工夫

① コース内でのグループによる学習活動

の場の設定

② 「少人数指導」と「一斉指導」を組み

合わせた指導計画の作成

③ コース間の交流の場の設定（興味・関

心によるコースの場合）

そこで，広島市立 小学校において，算数科のA

授業に上記の工夫を取り入れた少人数指導を実施

した。

実施に当たっては，ただ単に，学級単位で進め

「 」ている授業の形態や方法をそのまま 少人数指導

として行うのではなく，１学年の学級の枠を取り

外し，各学級担任に指導法の工夫改善のための加

配教員を加えた４名で児童の習熟度や興味・関心

等に応じた学習コースを設定し，次の４つを研究

の視点として，全学年で取り組んだ。

○ 各学年の実態にあった課題設定の工夫

○ 算数的活動の積極的な展開

○ コミュニケーション活動を取り入れた集

団的思考の深化

○ 自己評価活動を通した数学的な考え方の

定着と学習への主体性の育成

(ｱ) ４年生，算数科，単元「少数」における学習コースの事例

コース名 学習の進め方 児童の主な学習活動

じっくり 復習をしっかり行い，具体物や ○ 実際に水を入れたコップを活用し，はしたの数の表し方を考え

コース 半具体物を使いながら，個のペー る。

スに併せて学習を進める。 ○ 児童一人一人のペースに合わせて，ワークシートを解き，少数

の表し方に気付く。

， 。しっかり 具体物や半具体物の操作をしな ○ 実際に水を入れたコップを活用し はしたの数の表し方を考える

， ，コース がら，友だちと考えを交流し，問 ○ 少数の表し方について 自力解決したことをグループで交流し

題を解決していく。 考えを深める。

， ，ぐんぐん 自分の力で問題に取り組み，答 ○ ワークシートを活用し 少数の表し方についての課題を解決し

コース えに近づいていき，その後一人一 自分なりの考えをホワイトボードにまとめる。

， 。人の考えを交流しながら，問題を ○ 互いに考えを発表し合い 少数の多様な表し方について気付く
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解決していく。

どんどん 自分の力で問題に取り組み，さ ○ ワークシートを活用し，少数の表し方についての課題を自力で

コース らに発展的な内容にも挑戦する。 解決する

○ 小数第２位等，さらに小さい単位についての発展的な課題に挑

戦する。

(ｲ) ６年生，算数科，単元「分数のかけ算と割り算」における学習コースの事例

コース名 学習の進め方 児童の主な学習活動

じっくり 自分の考えを絵や図，捜査活動 ○ 絵，図を見て，(分数）÷（小数）になる問題場面を具体的に

マスター で表現し，隣同士のコミュニケー 想起する。

コース ション活動を取り入れたり，思考 ○ 方眼紙などを活用し，自分で課題解決に取り組む。

途中の考えを取り上げ集団で解決 ○ 自分で考えたところまでを友だちと交流し，課題解決を図る。

する学習を展開する。

みんなで 絵や図，操作活動に加えて，式 ○ □を使った問題を提示し，□の中に様々な数字を入れながら，

トライコ や言葉での表現活動をしっかりす 多様な問題場面を想定する。

ース る。 ○ 自分で課題解決を図り，考えを画用紙にまとめる。

（２コー 班や友だちとのコミュニケーシ ○ 考え方を友だちと交流し，自分の考えを深め，広げる。

ス） ョンを通して自分の考えを友だち

（人数均 の考えと比較し，深化・再構成で

等割） きるようにする。

どんどん 推理タイムを取り入れ，友だち ○ 条件不足や□を使った問題など様々な課題を既習事項を想起し

チャレン の考えの根拠を推理し 説明する ながら，解決する。， 。

ジコース 自分と友だちの考えを比較し， ○ 解決のための考え方を交流し，友だちの考えについて，そ の

その共通点や相違点，それぞれの 根拠を予想・推理し合う。

考え方のよさや改善点について話 ○ 発展的な学習に取り組み，理解の拡充・深化を図る。

し合う。

学んだことを生かして，発展的

な問題に取り組む。

平成 年５月と 月に実施された児童の意識16 12

調査（６年生）を比較すると 「自分から進んでい，

ろいろな問題を解いたり練習をしたりしますか」

の肯定群が ％から ％ 「算数の授業で，54.8 75.5 ，

友だちの考えや意見をよく聞いていますか」の肯

定群が ％から ％ 「自分の考えを友だち79.8 94.1 ，

と比べたり，よいところを参考にしたりしていま

すか」の肯定群が ％から ％に上昇するな75.9 88.3

ど，自分の習熟度や学びのスタイルにあったコー

スを選び，同じ志向性を持つ友だちと，誤答や思

考途中の考えを話し合って正答に近づけていくコ

ミュニケーション活動を通して，主体的にともに

高めあっていこうとする態度を育成することがで

きたことがうかがえる。

また，児童の学力面では， 月実施のＣＲＴの12

観点別結果を平成１５年度を比較すると 「関心・，

意欲」に変化は見られないものの 「数学的な考え，

方」や「表現・処理」が全国平均を上回り，特に

「数学的な考え方」が ポイントも上昇したこと12

から，研究の４つの視点の目標を達成できたと考

えられる。

94

96

98

100

102

104

106

108

関心・意欲 数学的な考え 表現・処理 知識・理解

Ｈ１５

Ｈ１６
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以上，Ａ小学校の実践から 「個人差に応じた指，

導を展開するための子どもの学習状況等の実態把

握 「子どもが自分に適したコースを選択できる」，

ようにするための手順の工夫 「子どもの学び合」，

いを支援する指導方法の工夫」が少人数指導の充

実を図るための重要な要件となることが明らかに

なった。

これらのことを踏まえながら，本研究で明らか

にしたい習熟度別少人数指導における，子どもの

実態を踏まえた学習集団編成の方法及び，それぞ

れの学習集団に応じた指導内容や指導方法の工夫

の仕方について，広島市立 中学校において実践B

研究を行った。

(3) 学習における子どもの実態に応じた指導

ア 学習における子どもの実態に応じた指導

とは

子どもはそれぞれ能力・適性，興味・関心等が

異なることから，学習における子どもの実態に応

じた指導を次のようにとらえることとする。

「学習における子どもの実態に応じた指導」とは

○ 子どもの 指導「学習の状況」に応じた

○ 子どもの 指導「学習への志向性」に応える

イ 少人数指導の充実を図るための工夫改善

の視点

少人数指導のより一層の充実を図るためには，

。以下の点について工夫改善が必要であると考える

○ 子どもの「学習の状況」や「学習への志

向性」を把握するための調査の視点の明確化

○ 子どもの意識調査の作成，実施，及び結

果の分析・考察

○ 子どもの「学習の状況」や「学習への志

向性」に応じた学習集団の編成方法の具体化

○ 学習集団内の子どもの「学習の状況」や

「学習への志向性」に応じた指導方法の具

体化

ウ 子どもの「学習の状況」及び「学習への

志向性」を把握するための調査の視点の明

確化

(ｱ) 「学習の状況」

「学習の状況」とは，学習した内容の理解の状

況（習熟の程度）や学習内容の理解の速さ（理解

）， （ ） ，の速度 学習活動への集中の状況 集中力 など

生徒の学習する能力及び学習した結果，獲得した

， ，「 」知識・技能等のことで 本研究では 理解の程度

としてとらえることとする。

(ｲ) 「学習への志向性」

「学習への志向性」とは，たとえばじっくり時

間をかけて問題を解くことが好きであるとか，説

明を聞いて理解をすることが自分には合っている

といった，個々の生徒が好む，あるいは自分に合

っていると考える学習の仕方等のことで，本研究

，「 （ ）」，では 学習集団の形態 一斉・グループ・個別

「学習内容（基礎・発展 「学習速度（じっくり）」，

・どんどん 「学習スタイル（説明理解・探究・）」，

ドリル 「言語領域や活動等への興味・関心」と）」，

いった観点からとらえることとする。

２ 子どもの意識調査の作成，実施，及び結

果の分析・考察

(1) 調査の目的

子どもが自己の「学習の状況」及び「学習への

志向性」をどのようにとらえているのかを分析・

考察し，それぞれの学習集団の編成とその傾向に

。応じた学習指導計画立案のための基礎資料とする

(2) 調査の対象

広島市立Ｂ中学校第１学年４学級 名146

(3) 調査時期

平成 年 月16 10

(4) 設問構成及び意識調査

＜７，８ページ参照＞
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「英語の学習に関する意識調査」設問構成表

調査領域 調査項目 調 査 内 容 設問（選択肢）番号

十分に理解している 設問１（①）

理解の程度 だいたい理解している 設問１（②）

あまり理解していない 設問１（③）

ほとんど理解していない 設問１（④）

丸暗記による理解 設問２（①）

学習の状況 理解の状況 理解の方法 くり返しによる理解 設問２（②）

構造化による理解 設問２（③）

その他 設問２（④）

授業中 設問３（①）

理解の場 家庭学習 設問３（②）

理解しないまま 設問３（③）

その他 設問３（④）

一斉学習 設問４（①）

学習集団の形態 グループ学習 設問４（②）

個別学習 設問４（③）

その他 設問４（④）

基礎的内容 設問５（①）

学習内容 発展的内容 設問５（②）

その他 設問５（③）

じっくり型 設問６（①）

学習速度 どんどん型 設問６（②）

その他 設問６（③）

説明理解型 設問７（①）

学習の志向性 学習パターン 探究型 設問７（②）

ドリル型 設問７（③）

その他 設問７（④）

話すこと 設問８（①）

言語活動への 聞くこと 設問８（②）

興味・関心 読むこと 設問８（③）

書くこと 設問８（④）

その他 設問８（⑤）

話すこと 設問９（①）

言語領域への 聞くこと 設問９（②）

興味・関心 読むこと 設問９（③）

書くこと 設問９（④）

その他 設問９（⑤）
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英語の学習に関する意識調査

調査のお願い

この調査はテストではありません。みなさんが，英語の学習についてどのように感じているかを知り，少人数による授業のより一層の充実を図るためのも

のです。

調査は無記名となっていますので，みなさんが思っていることをそのままに答えてください。

あなたのクラスをつぎの（ ）内に記入してください。●

第１学年（ ）組

それぞれの設問についてあなたはどう思いますか。各設問の選択肢の中であなたの思 いに最も近いものを選び，その番号を 内に記 入してください。な● □

お 「その他」を選んだ場合は，その内容を（ ）内に簡単に記入してください。，

これまでの英語の授業で習ったことは理解していますか設問１

①十分に理解している

②だいたい理解している

③あまり理解していない

④ほとんど理解していない

学習したことをどのように理解していますか設問２

①理屈抜きでとにかく覚えている

②どうしてそうなるのか分からなくても，数多く問題を解くことにより理解している

③どうしてそうなるのか順序立てて整理することにより理解している

④その他（ ）

学習したことを主にいつ理解していますか設問３

①授業の中で

②家庭学習で

③理解しないままになっている

④その他（ ）

どのような授業を受けたいですか設問４

①先生や友だちみんなで意見を言い合いながら問題を解いていく授業

②小グループに分かれて，友だちと相談したり話し合ったりしながら問題を解いていく授業

③分からないことがあったら，自由に先生に質問しながら自分のペースで問題を解いていく授業

④その他（ ）

どのような学習内容の授業を受けたいですか。設問５

①教科書にのっていることが確実に分かるような授業

②教科書にのっていない内容でも興味があればどんどん学習することができるような授業

③その他（ ）

どのような学習の仕方の授業を受けたいですか。設問６

①自分の答えに納得できるまで，じっくり時間をかけながら学習が進む授業

②自分の答えに多少納得できなくても，一つの問題にあまり時間をかけず，できるだけ 多くの問題を解いて，間違ったところを後で確認しながら進

む授業

③その他（ ）

学習していることを理解するにはどのような授業が良いと思いますか。設問７

①先生の説明を聞いて，学習することを理解していく授業

②学習することで分からない所を自分で調べたり，先生や友人に聞いて理解していく授業

③できるだけ多くの練習問題を解くことにより理解していく授業

④その他（ ）

設問８ 。授業では主にどのような活動をしたいですか

①実際に英語を使って人と話をすること

②英語のテープや先生（ＡＬＴも含む）が話す英語を聴くこと

③英語の文章をノートなどに書くこと

④教科書の本文の内容などを読むこと

⑤その他（ ）

英語を使って，将来できるようになればいいなと思うことは何ですか。設問９

①外国の人と英語で話をすること

②テレビやラジオなどを英語で聴くこと

③外国の友だちなどに英語で メールや手紙を書くことE
④英語で書いてある新聞や雑誌などを読むこと

⑤その他（ ）

英語の授業で 「こんなことがしたいな 「こうなればいいな」と思うことがあれば 書いてください。● ， 」，

ご協力ありがとうございました。
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(5) 調査の分析・考察

【理解の程度】

★ 設問１「これまでの英語の授業で習ったこと

は理解していますか （理解の程度）」

① 十分理解している（十分）

② だいたい理解している（だいたい）

③ あまり理解していない（あまり）

④ ほとんど理解していない（ほとんど）

 No.2 授業で習ったことを理解していますか <ＳＡ> 4ｶﾃｺﾞﾘ

N = 142

 60.0

 54.0

 48.0

 42.0

 36.0

 30.0

 24.0

 18.0

 12.0

  6.0

19.7

十分

57.1

だいたい

16.9

あまり

6.3

ほとんど

＜分析＞

19.7○ 十分 理解していると思っている生徒が「 」

％ 「だいたい」が ％で 「理解している」， ，57.1

と肯定的にとらえている生徒の割合は合わせて

％である。76.8

「 」 ，「 」 ，○ あまり が ほとんど が ％で16.9% 6.3

「理解していない」と自己の理解の程度を否定

23.2%的にとらえている生徒の割合は合わせて

である。

＜考察＞

○ 定期考査の正答率を基準として教師が診断し

。た習熟の程度別の生徒の割合は次のとおりである

定期考査から見る習熟の程度 Ｎ＝146 生徒の意識 Ｎ＝142

割合( )理解の程度 正答率( ) 人数 割合( ) 理解の程度 人数% % %

17.1 29.4 19.7十分 ９０ 以上 ２５ 十分 ２８
12.3８０～８９ １８

15.8７０～７９ ２３
11.0 40.5 57.1だいたい ６０～６９ １６ だいたい ８１
13.7５０～５９ ２０

9.6４０～４９ １４
3.4 19.2 16.9あまり ３０～３９ ５ あまり ２４
6.2２０～２９ ９

6.8 10.9 6.3ほとんど １０～１９ １０ ほとんど ９
4.1９ 以下 ６

○ 「十分」と「だいたい」と回答した生徒の割

合は，生徒の意識と教師の診断の数値に差が見

90られる しかし 教師の診断の基準を 正答率。 ， ，

％以上が「十分 ， ～ ％が「だいたい」」 50% 89

， 「 」 ，と設定すると 生徒の割合は 十分 が ％17.1

「だいたい」が ％で，数値の差は「十分」52.8

が ポイント 「だいたい」が ポイントと2.6 4.3，

なり，生徒の意識と教師の診断の数値が近い値

を示す。

○ 「あまり」と「ほとんど」についても，生徒

2.3の意識と教師の診断の数値の差は あまり が「 」

ポイント 「ほとんど」が ポイントで，数値， 4.3

が近い値を示している。

○ 理解の程度の診断結果について，生徒の意識

と教師の診断には多少の差は見られるものの，

いずれの理解の程度の段階においてもその差は

